
 （裏面あり）

 令和６年度第１回宇土市地域公共交通会議議事録 

 

１ 開催日時 

令和６年６月２７日（木） １０時００分～１１時３０分 

 

２ 開催場所 

宇土市浦田町５１ 宇土市役所１階 会議室１ 

 

３ 出席者 

（委 員）出席委員２６人、欠席委員３人 

（オブザーバー）２人 

（事務局）三浦企画課長、石山企画係長、森山企画係参事、釘町地域活性化起業人 

 

４ 議題 

(1) 開会 

(2) 委嘱状交付及び委員紹介 

(3) 会長・副会長の選出 

  会長に谷﨑副市長、副会長に崇城大学天本教授を選出 

(4) 議事 

議案第１号 宇土市地域公共交通活性化協議会の令和５年度事業報告及び令和

６年度事業計画等について 

議案第２号 令和５年度の運行実績に基づく令和７年度の目標値の設定につい

て 

議案第３号 ミニバス「のんなっせ」轟線の減便等について（Ｒ６．１０改正

予定） 

議案第４号 令和７年度地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統補

助）に係る計画認定申請について 

報告第１号 コミュニティバス「行長しゃん号」ルート見直しについて（Ｒ６．

１０改正予定としていた案件） 

報告第２号 今後の協議運賃の取扱いについて 

報告第３号 宇土市予約型乗合タクシー「のりのり号」デジタル化実証事業に

ついて 

報告第４号 本市の地域公共交通に関する要望及び課題について 

(5) 閉会 

 

５ 議事（要旨） 

上記議事内容について事務局から説明及び報告を行った。また、議案第１号から

議案第４号までの協議事項については、全て承認（出席委員の過半数の承認あり。

※運輸支局は、立場上議決に加わらず。)された。以下、質疑・事務局応答等 

 



議案第１号 宇土市地域公共交通活性化協議会の令和５年度事業報告及び令和６

年度事業計画等について 

（山本委員） 

無料運行以降、利用者が増えていると説明があったが、年２回実施を定例化して

はどうか。高齢者にとってバスは重要な外出の手段となっている。高齢者が外に

出ると元気になり、医療費削減にもつながる。利用機会創出により公共交通の活

性化につなげて欲しい。 

（事務局） 

貴重な御意見であり、前向きに検討したい。 

 

議案第２号 令和５年度の運行実績に基づく令和７年度の目標値の設定について 

（山本委員） 

住吉から宇土までは、タクシーは往復５，０００円かかる。低所得者には厳しい

金額であるが、乗合にしていることで、安い金額で乗ることができる。もっとＰ

Ｒしたら利用者も増えると思う。 

（事務局） 

老人クラブ、民生委員、社会福祉協議会や老人センターなどと連携し、交通移動

に困られている方をきめ細やかに把握し、ＰＲしていきたい。 

 

（横山委員） 

予約型乗合タクシーは、対象年齢はあるのか。 

（事務局） 

対象年齢は設けていない。 

（横山委員） 

登録された方は初回無料で乗車できるようにしてはどうか。利用したら、口コミ

で他の方へ伝えてもらえるのではないか。 

（谷﨑会長） 

無料については検討する。周知がまだ不十分のようなので、住民の方により知っ

ていただくよう努める。 

（貢委員） 

目標設定について予約型乗合タクシーについてはないのか。 

（事務局） 

こちらの目標は「宇土市地域公共交通計画」に掲載されている目標であり、計画

は令和４年２月に策定したものである。予約型乗合タクシーは令和３年１０月か

ら運行開始したため、公共交通計画への目標値の掲載が間に合わずできなかった。

後で説明する議案第４号の運輸支局に提出する書類では予約型乗合タクシーの

目標値を設定している。 

（貢委員） 

目標を設定しているのであれば、本議案に含めて説明して欲しい。 

 



（事務局） 

－予約型乗合タクシーの目標値について議案第４号に掲載している内容を基

に説明－ 

 

（天本副会長） 

予約型乗合タクシーの登録方法と、登録時のハードルがあれば、それを下げる方

法の検討をお願いしたい。 

（事務局） 

 －登録方法を説明－ 

報告第３号の事業になるが、現在、「共創ＭａａＳ実証プロジェクト」という補

助事業において、利用予約をデジタル化することを予定している。その中で、登

録申請をスマホでできるよう検討しているところである。スマホでできるように

なると、来庁も不要となる。 

 

議案第３号 ミニバス「のんなっせ」轟線の減便等について（Ｒ６．１０改正予

定） 

（天本副会長） 

轟地区の運行について、予約型乗合タクシーはどうか。 

（事務局） 

予約型乗合タクシーについても検討したが、ドライバー不足等の課題もあり、模

索しているところである。今後も運行事業者等と相談しながら運行形態を考えて

いきたい。 

 

議案第４号 令和７年度地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統補助）

に係る計画認定申請について 

 【質疑・事務局応答等】 

特になし 

 

報告第１号 コミュニティバス「行長しゃん号」ルート見直しについて（Ｒ６．

１０改正予定としていた案件） 

報告第２号 今後の協議運賃の取扱いについて 

 【質疑・事務局応答等】 

特になし 

 

報告第３号 宇土市予約型乗合タクシー「のりのり号」デジタル化実証事業につ

いて 

（橋口委員） 

予約型乗合タクシーの予約受付は、通常のタクシーの受付をしながらの業務とな

るため、予約受付がデジタル化されると、事務的にも大変助かる。 



（白石委員） 

国交省の補助は通常２分の１だが、この共創ＭａａＳ実証プロジェクトは補助率

が３分の２となっており、国交省としても強く支援している。官民による共創の

ほか、医療、福祉、介護の分野等とも共創してしっかり効果を上げてほしい。 

 

報告第４号 本市の地域公共交通に関する要望及び課題について 

（貢委員） 

検討するライドシェアは、日本版ライドシェアか。 

（事務局） 

日本版ライドシェアではなく、自治体が主体となって実施する自治体ライドシェ

アである。道路運送法第７８条第２号で、以前からあった制度であり、地域から

もＮＰＯを設立してやりたいという声がある。宇土市、運行事業者のみでは交通

の維持が難しくなってきているので、地域の力も借りてやっていきたい。 

（平野委員） 

 －ライドシェア（運送法第７８条第２号及び第３号）について説明－ 

ライドシェアに取り組む際は、運輸支局にも相談して進めてほしい。 

（谷﨑会長） 

いかに持続化して運行できるかが課題である。相談しながら検討していきたい。 

 

（商工会） 

産業祭での無料運行など、協力いただきありがとうございます。 

 

（白石委員） 

報道や会議でも報告があったが、運送業界全体のドライバー不足があり、成り手

不足を解消する施策が大事である。そのために運賃改定などがされ、賃金を上げ

るなどの施策に反映されている。また、二種免許の取得には国からの支援も行っ

ているところである。 

バスやタクシーの効率化には、ドライバーと密にコミュニケーションをとって進

めてほしい。運転手不足は大きな課題で、事業者だけで募集しても集まらないと

いう声を聞くので、市でも広報紙やＨＰに掲載するなどの取組を検討してほしい。 

（谷﨑副会長） 

市で動けるところは動きたい。 

（大久保委員） 

ドライバーを募集しても、応募がない。ライドシェアの前に２種免許を外しても

らえたらと思う。 

（白石委員） 

免許については、警察と一緒に取り組んでいきたい。また、二種免許を持たない

ドライバーで対応する制度として、道路運送法第７８条第２号や第３号があるの

で、自治体の管理の下、部分的に不足している分で取組を検討してほしい。 



（齊藤委員） 

２種免許は安全・安心を担保するものとして大事なものであるが、最近は免許取

得しやすい環境を整えてもらっている。私たちも、魅力ある業界にするため取り

組んでいる。宇土市の協力も得ながらドライバー確保に取り組み、市に適した交

通を確保できるよう努力したい。 

 

６ 傍聴（※会議を公開した場合に記載してください。） 

傍聴者 ０人 

 

７ 次回開催日時（予定） 

  令和７年１月に第２回会議を開催予定 

 



宇土市地域公共交通会議・宇土市地域公共交通活性化協議会委員一覧
任期：令和6年6月19日から令和9年6月18日（3年間）

【委員】 (敬称略）

組織・団体名 役職名 氏名 新委員 備考

1 宇土市 副市長 谷﨑　淳一 会長

2
国土交通省九州運輸局熊

本運輸支局
首席運輸企画専門官
（輸送・監査担当）

平野　光祐 〇

3
国土交通省九州運輸局熊

本運輸支局
首席運輸企画専門官
（企画調整担当）

白石　勇人

4 九州産交バス株式会社 営業本部　営業部長 岩永　謙二

5 産交バス株式会社 営業企画部長 園田　幸充

6 熊本バス株式会社 管理課係長 上田　路晴

7 有限会社西田タクシー 代表取締役 大久保　京美

8 宇城タクシー有限会社 代表取締役 橋口　亮

9
一般社団法人熊本県バス

協会
専務理事 佐々木　庸敏 〇

10
一般社団法人熊本県タク

シー協会
事務局長 齊藤　ゆか

11 全九州産業交通労働組合 副執行委員長 貢　博之

12 熊本バス労働組合 執行委員長 上田　秀樹 欠席

13 宇土市行政区長会連合会 会長 合志　亨 欠席

14
宇土市民生委員児童委員

連絡協議会
会長 紫垣　光夫

15
宇土市地域婦人会連絡協

議会
副会長 堀川　忍

16 宇土市老人クラブ連合会 副会長 山本　利孝

17 崇城大学 総合教育センター教授 天本　徳浩 副会長

18 宇土市議会 議長 藤井　慶峰

19 熊本河川国道事務所 計画課長 横山　朋弘

20 熊本県 交通政策課審議員 高松　江三子 欠席（代理出席：小林理久）

21 熊本県宇城地域振興局 総務振興課長 前田　一彰

22 熊本県宇城地域振興局 土木部副部長 池﨑　浩史 〇

23 宇城警察署 交通第一課長 大村　幸治 〇

24
九州旅客鉄道株式会社熊

本支社
副支社長 舩越　稔幸

25 宇土市商工会 事務局長 髙橋　聡司

26 宇土市 企画財政部長 光井　正吾

27 宇土市 建設部長 草野　一人

28 宇土市 健康福祉部長 岡田　郁子

29 宇土市 教育部長 野口　泰正

【アドバイザー】

1 熊本市 移動円滑推進課長 徳田　隆宏 〇

2 宇城市 企画課長 小野田　幸一郎 〇 代理出席：木下亜矢


